
F M ラジ オで

ケーブルテレビで

豊田市議会
ホームページで
『市議会だより』のバックナンバーや
会議録もご覧いただけます。

★代表・一般質問の様子を視聴できます★
インターネット録画放送 http://toyota-shigikai.jp

「動画で見る！代表・一般質問」をクリック！

ひまわりネットワーク 生中継＆録画放送
チャンネル／1２１ch(ひまわりチャンネル)

FMとよた(ラジオ・ラブィート)生中継
チャンネル／78.6MHz

豊田市議会

TOYOTA CITY COUNCIL
ファイル No.140

※この冊子は、折込み「9月市議会定例会号」です。
古紙パルプ配合率8０％再生紙を仕様

豊田市議会は、古紙配合率8０
％の再生紙と大豆インキ、有害
な廃液を一切排出しない水な
し印刷方式を採用しています

「バタフライマーク」

12月市議会定例会は12月7日（金）開会予定です

http://toyota-shigikai.jp/movie.html

※パケット通信が必要になりますので、
　携帯端末等でのご視聴はWi-Fi環境を
　おすすめいたします。

一般質問の様子をスマートフォン等から
閲覧できるようになりました。

目 次

■ 編集：議会だより編集委員会　■ 発行：豊田市議会（豊田市西町 3-60  TEL.0565-34-6665）

TOYOTA CITY COUNCIL
ファイル No.148

■トップインフォメーション　常任委員会の行政視察

■議案説明・討論　条例の一部改正など

■議案審議結果

■常任委員会　付託案件を審査

■一般質問　市政を問う！ 22 人の議員が質問

■トピックス

　市議会議員がラグビーワールドカップ 2019™をＰＲ など

2

4

5

6

8

12

市議会としてラグビーワールドカップ２０１９™をＰＲ

交通安全啓発活動
　開会日（８月31日）の本会議終了後、議員
による交通安全啓発活動を実施しました。
　一人でも多くの市民に交通安全の意識
を高めてもらおうと、市長はじめ特別職・幹
部職員の参加も得て、街頭活動に取り組み
ました。

●6月21日（木）から7月4日（水）
　愛知県議会及び愛知県内市町村議会（53市町
村）を訪問。

●8月31日（金）
　開会日に議場（ほか）で全議員と出席の執行部
がラグビーワールドカップ2019TMのロゴ入り
ポロシャツを着用。

●9月1日（土）
　ラグビートップリーグ開幕戦においてPRチラシ
を配布。

●9月23日（日）
　「ギネス世界記録に挑戦！目指せ2019人スクラ
ム」に参加。市民と共に世界記録を達成。

　豊田市は、2019年に日本で開催されるラグビーワールドカップ2019TMの会場の一つです。
　豊田市議会ではラグビーワールドカップ2019TM大会成功に向けた機運醸成のために様々な活動を行っ
ています。今後も素晴らしい大会になるように率先してPRを行っていきます。

▲愛知県議会を訪問し、議長（右から３人目）・副議長（右から2人目）に面談

交通安全啓発活動（市役所南庁舎前）▶

最近の主なPR活動

12

表紙の写真
　香嵐渓の紅葉の様子です。今回
の条例改正では、利用者の利便性
の向上を図るため、香嵐渓施設の利
用時間の変更などを行いました。

9月市議会
平成30 年 11 月1 日

9月
定例会号～とよた市議会だより～　　平成30年トピックス

市議会の予定

ご意見 ご 感 想
　「市議会だより」について、ご意見・ご感
想また、市議会へのご意見・ご要望もお受け
していますので、下記までお寄せください。

【宛先・お問い合わせ】

豊田市議会事務局
〒471-8501 豊田市西町３丁目６０番地

（議案第103号関係）



～とよた市議会だより～　　平成30年 9月
定例会号 ～とよた市議会だより～　　平成30年 9月

定例会号トップインフォメーション

先進的な取組を行っている都市を視察しました

　議会、議員の活動は、議場や会議室だけにとどまらず、市政の課題や先進事例の調査を行うために、他都市や
市内の施設、取組について行政視察を行っています。今回は各常任委員会が行った管外視察についてお知らせし
ます。
　視察後は意見交換会を開催し、調査事項に対する委員間の情報共有を図り、理解を深めました。その結果は、
委員会の報告書として取りまとめ、所管の部局に情報提供したり、本会議や委員会での質疑や提言に生かすな
ど、市政に反映していきます。

企画総務委員会

地域生活委員会

常任委員会の行政視察常任委員会の行政視察

●８月２日（木）／福岡県福岡市

●７月３１日（火）／兵庫県姫路市
まもりんピック姫路

■視察日／調査場所

■選定理由
　スマートフォンを利用したLIVE映像転送シス
テムは、事務所内から漏水現場の状況を確認で
き、現場職員への助言・指示による迅速かつ適
切な対処が可能となる先進的な取組であるた
め。

●８月１日（水）／兵庫県加古川市

トップインフォメーション

●７月１１日（水）／神奈川県大和市

●７月１０日（火）／静岡県
ふじのくに地球環境史ミュージアム

■視察日／調査場所

■選定理由
　学習指導要領の改訂に伴う小学校高学年に
おける英語の正式教科化を見据え、民間事業者
を活用しながら、効率的・効果的な学習実施体制
を整えているため。

●７月１２日（木）／千葉県我孫子市
放課後子ども教室

●７月25日（水）／富山県富山市

●７月24日（火）／群馬県前橋市
フードバンク事業

■視察日／調査場所

■選定理由
　富山型デイサービスは、年齢や障がいの有無
に関わらず、誰もがいっしょに身近な地域で過
ごす共生型のサービスであり、この取組は富山
から全国に広がっており、今後の本市において
も参考になると判断したため。

●７月26日（木）／石川県
いしかわ健康フロンティア戦略事業

●7月12日（木）／神奈川県藤沢市

●7月10日（火）／新潟県長岡市
地域材を使用した公共施設

■視察日／調査場所

■選定理由
　新交通システムは、連節バスの導入、公共交
通不便地域へのバス路線による交通網の拡大、
ITS（高度道路交通システム）の活用など先進
的な取組のため。

●7月11日（水）／群馬県高崎市
橋梁長寿命化管理事業NET119緊急通報システム、見守りサービス

●７月10日（火）／大阪府池田市

7月11日（水）、7月12日（木）に予定していた
視察先が平成30年7月豪雨により被災された
ため、視察は中止になりました。

※

■視察日／調査場所

■選定理由
　池田市は、平成２７年２月に新・人材育成基本
方針を策定し、地域住民とともに行政を進める
重要な担い手となる意欲と能力を兼ね備えた
職員の確保や育成について、先進的な取組を行
っているため。

漏水現場のLIVE映像転送システム

人材育成の取組

教育社会委員会

環境福祉委員会

産業建設委員会

児童に対する英語教育

富山型デイサービス

交通システム

福岡市水管理センター視察の様子
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議案説明・討論 議案審議結果～とよた市議会だより～　　平成30年 9月
定例会号 ～とよた市議会だより～　　平成30年 9月

定例会号

※議案名など一部省略して記載しています

※発言順に記載

　9月市議会定例会最終日に各委
員会審査の委員長報告を受けて、
各会派等が賛成、反対の意見を述
べ、賛同を求めました。

討　論

大村義則
諸 派

住民福祉の向上のために
税金を使うべきであり、反対

　承認第４号：反対。市は全国５４中核市で市
税収入全国１位の歳入がありながら、歳出で
は、大企業への多額の企業誘致推進補助金、
中央公園費やKiTARAへの支出など、税金の
使い方が本来の地方自治体の目的である「住
民福祉の向上」とかけ離れており、反対。
　承認第５号：反対。国民健康保険は他の健
康保険と比べても所得に対する負担率が大き
い。さらに、子どもでも加入者一人につき、加算
される均等割は、少子化対策に逆行する制度
である。このような国民健康保険税が執行さ
れている決算には、反対。

木本文也
自民クラブ

第８次豊田市総合計画の
着実な推進が確認でき、賛成

　議案第110号：賛成。豊田スタジアムのピッチ用照
明設備改修は、ラグビーワールドカップ２０１９TMの
開催要件を満たし、世界的イベントを実施するうえ
で必要であるとともに、プレイヤーや多くの観客に
感動を享受していただくためにも必要であり、賛成。
　承認第４号：賛成。第８次豊田市総合計画の重点
施策である超高齢社会への適応、産業の強靭化な
ど重点的、分野横断的に取り組むべき問題につい
て、着実に推進したことを確認。歳入では法人市民
税が減収となったが、財政調整基金などの有効活用
により、健全な各種財政指標を維持し適切な財政
確保に努めており、賛成。

田代　研
公 明 党

待機児童解消と利便
性の向上に、賛成

　議案第101号：賛成。若林こども園の保育所
認可への許可変更により新たにゼロ歳児から２
歳児の受け入れ枠２５人拡大、土曜日保育の実
施と保育時間の延長により待機児童解消と、利
便性の向上が図られる。不足が懸念される保
育師の確保についても対応を確認でき、賛成。
　議案第104号：賛成。当初予定されていた小
学校普通教室への空調機器整備を２年前倒し
し、平成３１年６月末に設置完了を目指すこと
を確認。空調機器を買い取る方式により設置す
ることで、早期の設置が可能となることを評価
し、賛成。

中村孝浩
市民フォーラム

エアコンの早期設置の
ための計画前倒しに、賛成

　議案第103号：賛成。民間事業者のノウハウを
生かした柔軟な運営により、事業収益の向上や
多様なサービスの提供による香嵐渓の新たな
集客や利用者の満足度向上に期待。今後は、指
定管理者制度導入で、民間の能力を活用した
サービス向上につながることを期待し、賛成。
　議案第104号：賛成。小学校にエアコンを早
期設置するため、計画を前倒しし、設計施工を
一括発注、維持管理は市内業者を優先すること
を確認。国の補助金を活用するために関係機関
と連携したことを評価。児童生徒の安全に十分
配慮して工事を進めることを期待し、賛成。

岡田耕一
諸 派

スポーツ振興、健康増
進に必要であり、賛成

　議案第106号：賛成。豊田スタジアムにラグ
ビーワールドカップ２０１９TMに必要な２箇
所目の大型映像装置を設置するもの。適正
な性能、適切な規模と撤去座席数、価格の
妥当性の大きく３点について確認ができ、必
要かつ妥当な契約であると判断し、賛成。
　議案第112号：賛成。松平地区待望の地域
体育館等の整備のための用地取得であり、
スポーツ振興、健康増進のために必要な施
設である。今後の整備スケジュールと交通安
全対策や騒音振動対策などの周辺地域への
配慮も確認でき、賛成。

条例の一部改正など１４議案を議決。そのほか承認案件などを審議

中学校の授業の様子

平成２９年度豊田市一般会計決算を認定しました
【承認第4号】一般会計決算

小・中学校への空調機器設置を前倒しして進めます
【議案第104号】一般会計補正予算

　市内小・中学校への空調機器設置については当初計画では、2018年度から順
次進め、2021年度に設置完了していく予定でした。しかし、今年の猛暑のような近
年の異常気象を受けて、小学校の空調機器設置に係る設計・工事を前倒しすること
により、設置完了時期を当初計画より２か年早めます。全ての小・中学校への設置
完了予定は2019年度末ですが、できる限り早期の整備に努めていきます。

　平成29年度歳入決算額は、1,931億3,042万円（対前年度22億4,864万円の減）となりました。主な減少の要因は、法人
市民税172億8,670万円の減などです。平成29年度歳出決算額は、1,845億2,274万円（対前年度20億5,310万円の減）
となりました。
　財政の健全性を示す指数は、経常収支比率76.4％、自主財源比率70.9％であり、市債差額（償還－借入）は黒字を維持
し、健全な財政状況を保持しています。

同 意 

〃

9月市議会定例会に提出された案件
賛成 反対賛成 反対賛成 反対賛成 反対

会 派 別 賛 否 ※自民クラブは議長を除く
自民クラブ
25名

市民フォーラム
10名

公 明 党
4名

諸　派
4名

採
決
結
果

◆議　案
市職員の自己啓発等休業に関する条例の一部を改正する条例
手数料条例の一部を改正する条例
市立保育所条例の一部を改正する条例
森林会館条例の一部を改正する条例
香嵐渓施設条例の一部を改正する条例
平成３０年度一般会計補正予算
平成３０年度国民健康保険特別会計補正予算
工事請負契約の締結（豊田スタジアム大型映像装置増設工事）
　　  　 〃　　　　  （平成記念橋橋りょう耐震補強・補修工事）
　　  　 〃　　　　  （市道和会大林線橋りょう改築工事）
　　  　 〃　　　　  （一級河川安永川開水路整備工事（吉森橋関連その１））
工事委託契約の締結 （豊田スタジアムピッチ照明設備改修工事委託）
工事請負契約の変更（都市計画道路高橋細谷線（仮）安永川橋橋りょう新設工事（その１））
財産の取得（（仮称）松平地域体育館等整備用地（九久平町地内））

第９９号
１００
１０１
１０２
１０３
１０４
１０５
１０６
１０７
１０８
１０９
１１０
１１１
１１２

◆同　意

◆報　告

教育委員会委員の選任（新任：砂子典子氏）
固定資産評価審査委員会委員の選任（再任：川上明子氏、白鳥亜紀氏、
塚本章雄氏、牧野日彦氏、新任：石川尚人氏、光岡新吾氏）

第６号 
７

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

原案可決 4
4
2
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

0
0
2
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

25
25
25
25
25
25
25
25
25
25
25
25
25
25

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

◆承　認
平成２９年度一般会計決算
   　  〃　　 国民健康保険特別会計決算
   　  〃　　 都市計画事業土地区画整理特別会計決算
   　  〃　　 分譲住宅建設事業特別会計決算
   　  〃　　 卸売市場特別会計決算
   　  〃　　 水道水源保全事業特別会計決算
   　  〃　　 母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計決算
   　  〃　　 介護保険事業特別会計決算
   　  〃　　 財産区特別会計決算
   　  〃　　 後期高齢者医療特別会計決算
   　  〃　　 産業用地造成事業特別会計決算
   　  〃　　 水道事業会計決算
   　  〃　　 下水道事業会計決算

第４号
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

認定 2
2
4
4
4
4
4
2
4
2
4
4
4

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

25
25
25
25
25
25
25
25
25
25
25
25
25

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

2
2
0
0
0
0
0
2
0
2
0
0
0

4 04 010 025 0

原案可決 4 04 010 025 0

4 04 010 025 0

経営状況の報告
専決処分の報告（損害賠償額の決定：4件、工事請負契約の変更：1件）
平成２９年度決算に係る健全化判断比率及び資金不足比率の報告

自動車関係諸税の抜本改革についての意見書

第８号
９
１０

◆議員提出意見書
第2号

◆陳　情
定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求める陳情書
私立高校生の父母負担を軽減し、学費の公私格差を是正するために市町村独自の授業料助成の拡充を求める陳情書
豊田市中央図書館の平成29年度指定管理者制度評価の客観性・透明性を求める陳情書

第８号
９
１０

4 5



議案説明・討論 議案審議結果～とよた市議会だより～　　平成30年 9月
定例会号 ～とよた市議会だより～　　平成30年 9月

定例会号

※議案名など一部省略して記載しています

※発言順に記載

　9月市議会定例会最終日に各委
員会審査の委員長報告を受けて、
各会派等が賛成、反対の意見を述
べ、賛同を求めました。

討　論

大村義則
諸 派

住民福祉の向上のために
税金を使うべきであり、反対

　承認第４号：反対。市は全国５４中核市で市
税収入全国１位の歳入がありながら、歳出で
は、大企業への多額の企業誘致推進補助金、
中央公園費やKiTARAへの支出など、税金の
使い方が本来の地方自治体の目的である「住
民福祉の向上」とかけ離れており、反対。
　承認第５号：反対。国民健康保険は他の健
康保険と比べても所得に対する負担率が大き
い。さらに、子どもでも加入者一人につき、加算
される均等割は、少子化対策に逆行する制度
である。このような国民健康保険税が執行さ
れている決算には、反対。

木本文也
自民クラブ

第８次豊田市総合計画の
着実な推進が確認でき、賛成

　議案第110号：賛成。豊田スタジアムのピッチ用照
明設備改修は、ラグビーワールドカップ２０１９TMの
開催要件を満たし、世界的イベントを実施するうえ
で必要であるとともに、プレイヤーや多くの観客に
感動を享受していただくためにも必要であり、賛成。
　承認第４号：賛成。第８次豊田市総合計画の重点
施策である超高齢社会への適応、産業の強靭化な
ど重点的、分野横断的に取り組むべき問題につい
て、着実に推進したことを確認。歳入では法人市民
税が減収となったが、財政調整基金などの有効活用
により、健全な各種財政指標を維持し適切な財政
確保に努めており、賛成。

田代　研
公 明 党

待機児童解消と利便
性の向上に、賛成

　議案第101号：賛成。若林こども園の保育所
認可への許可変更により新たにゼロ歳児から２
歳児の受け入れ枠２５人拡大、土曜日保育の実
施と保育時間の延長により待機児童解消と、利
便性の向上が図られる。不足が懸念される保
育師の確保についても対応を確認でき、賛成。
　議案第104号：賛成。当初予定されていた小
学校普通教室への空調機器整備を２年前倒し
し、平成３１年６月末に設置完了を目指すこと
を確認。空調機器を買い取る方式により設置す
ることで、早期の設置が可能となることを評価
し、賛成。

中村孝浩
市民フォーラム

エアコンの早期設置の
ための計画前倒しに、賛成

　議案第103号：賛成。民間事業者のノウハウを
生かした柔軟な運営により、事業収益の向上や
多様なサービスの提供による香嵐渓の新たな
集客や利用者の満足度向上に期待。今後は、指
定管理者制度導入で、民間の能力を活用した
サービス向上につながることを期待し、賛成。
　議案第104号：賛成。小学校にエアコンを早
期設置するため、計画を前倒しし、設計施工を
一括発注、維持管理は市内業者を優先すること
を確認。国の補助金を活用するために関係機関
と連携したことを評価。児童生徒の安全に十分
配慮して工事を進めることを期待し、賛成。

岡田耕一
諸 派

スポーツ振興、健康増
進に必要であり、賛成

　議案第106号：賛成。豊田スタジアムにラグ
ビーワールドカップ２０１９TMに必要な２箇
所目の大型映像装置を設置するもの。適正
な性能、適切な規模と撤去座席数、価格の
妥当性の大きく３点について確認ができ、必
要かつ妥当な契約であると判断し、賛成。
　議案第112号：賛成。松平地区待望の地域
体育館等の整備のための用地取得であり、
スポーツ振興、健康増進のために必要な施
設である。今後の整備スケジュールと交通安
全対策や騒音振動対策などの周辺地域への
配慮も確認でき、賛成。

条例の一部改正など１４議案を議決。そのほか承認案件などを審議

中学校の授業の様子

平成２９年度豊田市一般会計決算を認定しました
【承認第4号】一般会計決算

小・中学校への空調機器設置を前倒しして進めます
【議案第104号】一般会計補正予算

　市内小・中学校への空調機器設置については当初計画では、2018年度から順
次進め、2021年度に設置完了していく予定でした。しかし、今年の猛暑のような近
年の異常気象を受けて、小学校の空調機器設置に係る設計・工事を前倒しすること
により、設置完了時期を当初計画より２か年早めます。全ての小・中学校への設置
完了予定は2019年度末ですが、できる限り早期の整備に努めていきます。

　平成29年度歳入決算額は、1,931億3,042万円（対前年度22億4,864万円の減）となりました。主な減少の要因は、法人
市民税172億8,670万円の減などです。平成29年度歳出決算額は、1,845億2,274万円（対前年度20億5,310万円の減）
となりました。
　財政の健全性を示す指数は、経常収支比率76.4％、自主財源比率70.9％であり、市債差額（償還－借入）は黒字を維持
し、健全な財政状況を保持しています。

同 意 

〃

9月市議会定例会に提出された案件
賛成 反対賛成 反対賛成 反対賛成 反対

会 派 別 賛 否 ※自民クラブは議長を除く
自民クラブ
25名

市民フォーラム
10名

公 明 党
4名

諸　派
4名

採
決
結
果

◆議　案
市職員の自己啓発等休業に関する条例の一部を改正する条例
手数料条例の一部を改正する条例
市立保育所条例の一部を改正する条例
森林会館条例の一部を改正する条例
香嵐渓施設条例の一部を改正する条例
平成３０年度一般会計補正予算
平成３０年度国民健康保険特別会計補正予算
工事請負契約の締結（豊田スタジアム大型映像装置増設工事）
　　  　 〃　　　　  （平成記念橋橋りょう耐震補強・補修工事）
　　  　 〃　　　　  （市道和会大林線橋りょう改築工事）
　　  　 〃　　　　  （一級河川安永川開水路整備工事（吉森橋関連その１））
工事委託契約の締結 （豊田スタジアムピッチ照明設備改修工事委託）
工事請負契約の変更（都市計画道路高橋細谷線（仮）安永川橋橋りょう新設工事（その１））
財産の取得（（仮称）松平地域体育館等整備用地（九久平町地内））

第９９号
１００
１０１
１０２
１０３
１０４
１０５
１０６
１０７
１０８
１０９
１１０
１１１
１１２

◆同　意

◆報　告

教育委員会委員の選任（新任：砂子典子氏）
固定資産評価審査委員会委員の選任（再任：川上明子氏、白鳥亜紀氏、
塚本章雄氏、牧野日彦氏、新任：石川尚人氏、光岡新吾氏）

第６号 
７

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

原案可決 4
4
2
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

0
0
2
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
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4
4
4
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0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
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0
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10
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0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

25
25
25
25
25
25
25
25
25
25
25
25
25
25

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

◆承　認
平成２９年度一般会計決算
   　  〃　　 国民健康保険特別会計決算
   　  〃　　 都市計画事業土地区画整理特別会計決算
   　  〃　　 分譲住宅建設事業特別会計決算
   　  〃　　 卸売市場特別会計決算
   　  〃　　 水道水源保全事業特別会計決算
   　  〃　　 母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計決算
   　  〃　　 介護保険事業特別会計決算
   　  〃　　 財産区特別会計決算
   　  〃　　 後期高齢者医療特別会計決算
   　  〃　　 産業用地造成事業特別会計決算
   　  〃　　 水道事業会計決算
   　  〃　　 下水道事業会計決算

第４号
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
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0
0
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0
0
0
0
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0
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2
2
0
0
0
0
0
2
0
2
0
0
0

4 04 010 025 0

原案可決 4 04 010 025 0

4 04 010 025 0

経営状況の報告
専決処分の報告（損害賠償額の決定：4件、工事請負契約の変更：1件）
平成２９年度決算に係る健全化判断比率及び資金不足比率の報告

自動車関係諸税の抜本改革についての意見書

第８号
９
１０

◆議員提出意見書
第2号

◆陳　情
定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求める陳情書
私立高校生の父母負担を軽減し、学費の公私格差を是正するために市町村独自の授業料助成の拡充を求める陳情書
豊田市中央図書館の平成29年度指定管理者制度評価の客観性・透明性を求める陳情書

第８号
９
１０
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～とよた市議会だより～　　平成30年 9月
定例会号 ～とよた市議会だより～　　平成30年 9月

定例会号常任委員会常任委員会

委 員 会委 員 会
　常任委員会とは、地方公共団体の議会が地方公共団体の事務に関する調査、議案及び陳情等の審査を行わせる
ために、条例で定め常設する委員会のこと。本市では、以下の6委員会が常任委員会となります。常任委員会とは

答  弁 　今回実施する耐震補
強によって耐震性能は、

平成７年の兵庫県南部地震や平成
２３年の東北地方太平洋沖地震、平
成２８年の熊本地震クラスの大規模
地震に耐えうるものになる。

質  問 　本工事により、耐震性
能がどの程度向上すると

考えているのか。

工事請負契約の締結（平成
記念橋橋りょう耐震補強・
補修工事）

【第１０７号】

答  弁 　吉森橋を架け替えるた
め、市道長興寺竜宮２号

線の通行止めを予定している。下流
で架け替え工事中である森下橋が
完成し、迂回路として利用できるよう
にした後に本工事の通行止めを行う
ことにより、緊急車両を含む道路交
通への影響が少なくなるよう配慮す
る。
　迂回路の設置については、地域住
民に対し回覧等による事前周知を図
るとともに、施工時には看板の設置
や交通誘導員の配置などにより安全
対策を図っていく。

質  問 　市道長興寺竜宮２号線
は、消防署の緊急車両も

利用するが、工事に伴う影響はどのよ
うか。

工事請負契約の締結（一級
河川安永川開水路整備工
事（吉森橋関連その１））

【第１０９号】

　９月１２日、付託された６議案を審査
し、議案のすべてを全会一致で承認し
ました。

産業建設
委 員 会

答  弁 　応募状況については、選
考への影響を考慮し差し控

える。選定状況については、今年５月に
豊田市保育園・幼稚園移管法人選考
委員会に移管法人の選考を諮問した。
　選考委員会では、応募書類の審査、
保護者や応募法人からのヒアリング、
応募法人が経営している施設の調査
などを実施し、慎重に審議していただい
ている。平成３０年９月末に、選考委員
会からの答申を受ける予定であり、答
申結果を踏まえ、移管法人を決定して
いく。

質  問 　２０２０年に移管する寿恵野・
竹村こども園の移管法人が、

今年９月下旬ごろに決定するとのことだが、
現時点での応募・選定状況はどのようか。

市立保育所条例の一部改正条例【第１０１号】

答  弁 　整備後は、迫力ある映
像や明るく照らし出される

ピッチなど、今まで以上に臨場感あ
ふれる観戦環境を提供できることか
ら、来場者の満足度が高まり、集客や
スタジアムファンの増加につながる。
　また、国際水準のスタジアムとして
機能がさらに向上することで、国際
大会などの大規模大会の誘致に向
けて、優位になると考えている。この
整備による集客力の増加は、本市の
さらなる経済効果を生み出すと期待
している。

質  問 　豊田スタジアムの機能
向上に向けた整備がもた

らす効果はどのようか。

工事請負契約の締結 （豊田スタ
ジアム大型映像装置増設工事）

【第１０６号】

　９月１４日、付託された３議案を審査
し、議案のすべてを全会一致で承認し
ました。

教育社会
委 員 会

地域生活
委 員 会

答  弁 　本制度を利用した職員
数については、制度を導

入した平成20年４月１日以降、４人で
ある。研修先については、大学等課
程の履修として、矢作川研究所の職
員が、ウィーン大学で生命科学を専
攻している。また、国際貢献活動とし
て、国際協力機構ＪＩＣＡ(ジャイカ)に
よる政府開発援助の事業において、
保育師が幼児教育に携わるなどして
いる。

質  問 　本制度を利用した職員
数と主な研修先はどこか。

市職員の自己啓発等休業
に関する条例の一部改正
条例

【第９９号】

答  弁 　今後は、国際的規模の
競技会等で、プレ大会等

を含めると開催期間が１年を超える
催しに使用する仮設建築物が建築
できるようになる。

質  問 　仮設建築物許可の制
度変更による効果はどの

ようか。

手数料条例の一部改正
条例

【第１００号】

　９月１９日、付託された２議案を審査
し、議案のすべてを全会一致で承認し
ました。

答  弁 　事業者の選定について
は、事業期間の短縮、確

実な施工体制の確保、市内事業者
の参画など、各種提案と実施事業費
を含めた総合評価を行うことを考え
ている。評価・選定については、学識
経験者を含めた選考委員会を設置
し、競争性、公平性及び透明性を確
保する。

質  問 　小学校空調機器整備事
業について、事業者の選定

方法はどのように行うのか。

平成３０年度 一般会計補正
予算 債務負担行為補正

【第１０４号】

平成29年度 一般会計決算 
WE LOVE とよた推進費

【承認第4号】

答  弁 　主催イベントとして、ＷＥ 
ＬＯＶＥ とよたフェスタを２

月にスカイホール豊田で開催した。この
フェスタは、子育て、山と川、ものづくり
などの１０の分野に分け、豊田の魅力を
知り体験できる内容を市民目線のアイ
デアで133の団体が出展し、約6,000
名の参加者があった。そのほかにも、豊
田青年会議所が主催したつながるマル
シェ、産業フェスタ、ＫｉＴＡＲＡオープン
に合わせて開催された あそべるとよた
４ＤＡＹＳ等のイベントにも出展し、ＷＥ 
ＬＯＶＥ とよたの発信を行った。

質  問 　イベント開催等により、
ＷＥ ＬＯＶＥ とよたを推進

したとのことだが、イベントの内容と
効果はどのようか。

　９月７日から９月２１日までに付託され
た補正予算２件、各会計決算１３件を審
査し、すべての案件を承認及び認定し
ました。

予算決算
委 員 会

企画総務
委 員 会

　環境福祉委員会には今回付託された議
案はありませんでした。

環境福祉
委 員 会

自動車関係諸税の抜本改革
についての意見書

　世界経済においては、米中の輸出品関税
引き上げが、さながら貿易戦争に発展しつ
つあり、その影響は、我が国の自動車業界
が最も打撃を受けることとなる。
　自動車産業を取り巻く状況は、AI、IoTな
ど新技術・情報化の中で大転換の時代を迎
え、生き残りをかけたグローバル競争激化
の中にあって、国内市場は低迷を続け極め
て厳しい状況にある。
　そのような中、2019年10月に消費税10
％への増税が実施される。過去の増税にお
いて若干の駆け込み需要もあったが、自動
車の販売台数は低迷の一途をたどっている
状況であり、このことは、地方財源の減収を
突きつけられていることに他ならない。
　更に地方にとって必需品である自動車の
増税は、国民負担増による国内市場の縮
小・低迷に拍車をかけることにつながる。
　そこで、自動車関係諸税の抜本改革を実
現することが、裾野の広い自動車産業の活
性化と日本経済の回復、地域における雇用
の維持、税収の確保を通じた地方経済の持
続的な成長、ユーザーである国民負担の軽
減と移動の自由の確保に寄与するものと確
信する。
　以上により、平成31年度改正において、
政府におかれては自動車関係諸税の抜本的
な見直しを下記のとおり実行されるよう、強
く要望する。

記
１　車体課税を抜本的に見直し、簡素化・
負担の軽減
（１）自動車重量税の当分の間税率を廃止
すること
（２）自動車税・軽自動車税（四輪車等・二
輪車）の負担軽減措置を講ずること
（３）環境性能割は、環境変化に鑑みた負
担軽減措置を講ずること
２　燃料課税を抜本的に見直し、簡素化・
負担の軽減
（１）「当分の間として措置される税率」を
廃止すること
（２）複雑な燃料課税を簡素化すること
（３）タックス・オン・タックスを解消すること
３　2019年4月以降期限切れを迎える各
種税措置については、2019年10月まで
の間、延長すること

　以上、地方自治法第99条の規定により意
見書を提出します。

平成30年9月25日
豊田市議会

議員提出意見書

答  弁 　香嵐渓施設内で物販
や飲食などの収益事業等

を行う場合は、使用する施設や場所
などにより、使用許可、行政財産の目
的外使用許可、行政財産の貸付、借
地の転貸借契約の４つの異なる手続
きで対応している。
　このため、特に使用する場所に市
有地と借地が混在している場合は、
１つの事案で、行政財産の目的外使
用許可と借地の転貸借契約の２つの
手続きが必要となることもある。

質  問 　現在行っている申請や
変更などの書類の手続き

にはどのような煩雑さがあるか。

香嵐渓施設条例の一部改
正条例

【第１０３号】

　９月１８日、付託された１議案を審査
し、全会一致で承認しました。

答  弁 　除外する施設は、条例
上の位置づけはなくなる

が、香嵐渓施設を構成する施設であ
ることには変わらないことから今後も
活用していく。
　飲食や物販といった現在行われて
いる事業の内容は基本的に変わらな
いため、市民や観光客へのマイナス
の影響はないと考える。
　一方で、指定管理者を始めとした
事業者の裁量が増えることで、市民
や観光客のニーズを踏まえたサービ
スの向上といったプラスの効果を期
待している。

質  問 　香嵐渓施設から除外さ
れる収益事業施設につい

ては今後どのような扱いになるの
か。市民や観光客への影響はどのよ
うか。

　地方公共団体の公益に関することについて、議会
がその意思を意見としてまとめた文書です。議会は地
方自治法に基づき、地方公共団体の公益に関する意
見書を、国会や関係機関に提出することができます。

意見書とは

6 7



～とよた市議会だより～　　平成30年 9月
定例会号 ～とよた市議会だより～　　平成30年 9月

定例会号常任委員会常任委員会

委 員 会委 員 会
　常任委員会とは、地方公共団体の議会が地方公共団体の事務に関する調査、議案及び陳情等の審査を行わせる
ために、条例で定め常設する委員会のこと。本市では、以下の6委員会が常任委員会となります。常任委員会とは

答  弁 　今回実施する耐震補
強によって耐震性能は、

平成７年の兵庫県南部地震や平成
２３年の東北地方太平洋沖地震、平
成２８年の熊本地震クラスの大規模
地震に耐えうるものになる。

質  問 　本工事により、耐震性
能がどの程度向上すると

考えているのか。

工事請負契約の締結（平成
記念橋橋りょう耐震補強・
補修工事）

【第１０７号】

答  弁 　吉森橋を架け替えるた
め、市道長興寺竜宮２号

線の通行止めを予定している。下流
で架け替え工事中である森下橋が
完成し、迂回路として利用できるよう
にした後に本工事の通行止めを行う
ことにより、緊急車両を含む道路交
通への影響が少なくなるよう配慮す
る。
　迂回路の設置については、地域住
民に対し回覧等による事前周知を図
るとともに、施工時には看板の設置
や交通誘導員の配置などにより安全
対策を図っていく。

質  問 　市道長興寺竜宮２号線
は、消防署の緊急車両も

利用するが、工事に伴う影響はどのよ
うか。

工事請負契約の締結（一級
河川安永川開水路整備工
事（吉森橋関連その１））

【第１０９号】

　９月１２日、付託された６議案を審査
し、議案のすべてを全会一致で承認し
ました。

産業建設
委 員 会

答  弁 　応募状況については、選
考への影響を考慮し差し控

える。選定状況については、今年５月に
豊田市保育園・幼稚園移管法人選考
委員会に移管法人の選考を諮問した。
　選考委員会では、応募書類の審査、
保護者や応募法人からのヒアリング、
応募法人が経営している施設の調査
などを実施し、慎重に審議していただい
ている。平成３０年９月末に、選考委員
会からの答申を受ける予定であり、答
申結果を踏まえ、移管法人を決定して
いく。

質  問 　２０２０年に移管する寿恵野・
竹村こども園の移管法人が、

今年９月下旬ごろに決定するとのことだが、
現時点での応募・選定状況はどのようか。

市立保育所条例の一部改正条例【第１０１号】

答  弁 　整備後は、迫力ある映
像や明るく照らし出される

ピッチなど、今まで以上に臨場感あ
ふれる観戦環境を提供できることか
ら、来場者の満足度が高まり、集客や
スタジアムファンの増加につながる。
　また、国際水準のスタジアムとして
機能がさらに向上することで、国際
大会などの大規模大会の誘致に向
けて、優位になると考えている。この
整備による集客力の増加は、本市の
さらなる経済効果を生み出すと期待
している。

質  問 　豊田スタジアムの機能
向上に向けた整備がもた

らす効果はどのようか。

工事請負契約の締結 （豊田スタ
ジアム大型映像装置増設工事）

【第１０６号】

　９月１４日、付託された３議案を審査
し、議案のすべてを全会一致で承認し
ました。

教育社会
委 員 会

地域生活
委 員 会

答  弁 　本制度を利用した職員
数については、制度を導

入した平成20年４月１日以降、４人で
ある。研修先については、大学等課
程の履修として、矢作川研究所の職
員が、ウィーン大学で生命科学を専
攻している。また、国際貢献活動とし
て、国際協力機構ＪＩＣＡ(ジャイカ)に
よる政府開発援助の事業において、
保育師が幼児教育に携わるなどして
いる。

質  問 　本制度を利用した職員
数と主な研修先はどこか。

市職員の自己啓発等休業
に関する条例の一部改正
条例

【第９９号】

答  弁 　今後は、国際的規模の
競技会等で、プレ大会等

を含めると開催期間が１年を超える
催しに使用する仮設建築物が建築
できるようになる。

質  問 　仮設建築物許可の制
度変更による効果はどの

ようか。

手数料条例の一部改正
条例

【第１００号】

　９月１９日、付託された２議案を審査
し、議案のすべてを全会一致で承認し
ました。

答  弁 　事業者の選定について
は、事業期間の短縮、確

実な施工体制の確保、市内事業者
の参画など、各種提案と実施事業費
を含めた総合評価を行うことを考え
ている。評価・選定については、学識
経験者を含めた選考委員会を設置
し、競争性、公平性及び透明性を確
保する。

質  問 　小学校空調機器整備事
業について、事業者の選定

方法はどのように行うのか。

平成３０年度 一般会計補正
予算 債務負担行為補正

【第１０４号】

平成29年度 一般会計決算 
WE LOVE とよた推進費

【承認第4号】

答  弁 　主催イベントとして、ＷＥ 
ＬＯＶＥ とよたフェスタを２

月にスカイホール豊田で開催した。この
フェスタは、子育て、山と川、ものづくり
などの１０の分野に分け、豊田の魅力を
知り体験できる内容を市民目線のアイ
デアで133の団体が出展し、約6,000
名の参加者があった。そのほかにも、豊
田青年会議所が主催したつながるマル
シェ、産業フェスタ、ＫｉＴＡＲＡオープン
に合わせて開催された あそべるとよた
４ＤＡＹＳ等のイベントにも出展し、ＷＥ 
ＬＯＶＥ とよたの発信を行った。

質  問 　イベント開催等により、
ＷＥ ＬＯＶＥ とよたを推進

したとのことだが、イベントの内容と
効果はどのようか。

　９月７日から９月２１日までに付託され
た補正予算２件、各会計決算１３件を審
査し、すべての案件を承認及び認定し
ました。

予算決算
委 員 会

企画総務
委 員 会

　環境福祉委員会には今回付託された議
案はありませんでした。

環境福祉
委 員 会

自動車関係諸税の抜本改革
についての意見書

　世界経済においては、米中の輸出品関税
引き上げが、さながら貿易戦争に発展しつ
つあり、その影響は、我が国の自動車業界
が最も打撃を受けることとなる。
　自動車産業を取り巻く状況は、AI、IoTな
ど新技術・情報化の中で大転換の時代を迎
え、生き残りをかけたグローバル競争激化
の中にあって、国内市場は低迷を続け極め
て厳しい状況にある。
　そのような中、2019年10月に消費税10
％への増税が実施される。過去の増税にお
いて若干の駆け込み需要もあったが、自動
車の販売台数は低迷の一途をたどっている
状況であり、このことは、地方財源の減収を
突きつけられていることに他ならない。
　更に地方にとって必需品である自動車の
増税は、国民負担増による国内市場の縮
小・低迷に拍車をかけることにつながる。
　そこで、自動車関係諸税の抜本改革を実
現することが、裾野の広い自動車産業の活
性化と日本経済の回復、地域における雇用
の維持、税収の確保を通じた地方経済の持
続的な成長、ユーザーである国民負担の軽
減と移動の自由の確保に寄与するものと確
信する。
　以上により、平成31年度改正において、
政府におかれては自動車関係諸税の抜本的
な見直しを下記のとおり実行されるよう、強
く要望する。

記
１　車体課税を抜本的に見直し、簡素化・
負担の軽減
（１）自動車重量税の当分の間税率を廃止
すること
（２）自動車税・軽自動車税（四輪車等・二
輪車）の負担軽減措置を講ずること
（３）環境性能割は、環境変化に鑑みた負
担軽減措置を講ずること
２　燃料課税を抜本的に見直し、簡素化・
負担の軽減
（１）「当分の間として措置される税率」を
廃止すること
（２）複雑な燃料課税を簡素化すること
（３）タックス・オン・タックスを解消すること
３　2019年4月以降期限切れを迎える各
種税措置については、2019年10月まで
の間、延長すること

　以上、地方自治法第99条の規定により意
見書を提出します。

平成30年9月25日
豊田市議会

議員提出意見書

答  弁 　香嵐渓施設内で物販
や飲食などの収益事業等

を行う場合は、使用する施設や場所
などにより、使用許可、行政財産の目
的外使用許可、行政財産の貸付、借
地の転貸借契約の４つの異なる手続
きで対応している。
　このため、特に使用する場所に市
有地と借地が混在している場合は、
１つの事案で、行政財産の目的外使
用許可と借地の転貸借契約の２つの
手続きが必要となることもある。

質  問 　現在行っている申請や
変更などの書類の手続き

にはどのような煩雑さがあるか。

香嵐渓施設条例の一部改
正条例

【第１０３号】

　９月１８日、付託された１議案を審査
し、全会一致で承認しました。

答  弁 　除外する施設は、条例
上の位置づけはなくなる

が、香嵐渓施設を構成する施設であ
ることには変わらないことから今後も
活用していく。
　飲食や物販といった現在行われて
いる事業の内容は基本的に変わらな
いため、市民や観光客へのマイナス
の影響はないと考える。
　一方で、指定管理者を始めとした
事業者の裁量が増えることで、市民
や観光客のニーズを踏まえたサービ
スの向上といったプラスの効果を期
待している。

質  問 　香嵐渓施設から除外さ
れる収益事業施設につい

ては今後どのような扱いになるの
か。市民や観光客への影響はどのよ
うか。

　地方公共団体の公益に関することについて、議会
がその意思を意見としてまとめた文書です。議会は地
方自治法に基づき、地方公共団体の公益に関する意
見書を、国会や関係機関に提出することができます。

意見書とは
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一 般 質 問

一般質問

　9月3日、5日、6日に、22人の議員が市政の方針や考え方などについて問う
「一般質問」を行いました。その質問と答弁の一部を要約して掲載します。

※質問順に掲載しています。  
※正式な会派名／自民クラブ ： 豊田市議会自民クラブ議員団　市民フォーラム ： 豊田市議会市民フォーラム　
　公明党 ： 公明党豊田市議団　諸派 ： 会派所属無市政を問う！市政を問う！

市民フォーラム
山 野 辺 秋 夫

●住み続けたくなる魅力ある豊田

質 問
　ふるさとに誇りを持ち、まちの魅力
づくりの推進となる文化ゾーンにした
い。この実現に向けた考えを問う。

答 弁 市 長

　中心市街地の一角を担う文化ゾーン
には、市民文化会館や美術館に新博物
館が加わることにより、質の高い文化施
設が集約する。かつて挙母藩の城や武
家屋敷があったことから、佇まいが残る
閑静な住宅地に加えて、緑地の魅力を
生かしつつ、歴史・文化・芸術が感じられ
る文化ゾーンを、市民の理解を得ながら
創り上げていきたい。文化レガシーの創
造・発信拠点として、文化ゾーンが文化
を支える象徴的な存在となり、WE 
LOVE とよたを体現できるエリアを目
指す。

文化ゾーンの魅力向上に
向けた取組

　実践・体験を通した防犯教育が重要。
子どもの体験型防犯教室をより効果
的に推進するための方策を問う。

答 弁 地域振興部

　子どもの防犯教室は、学区内の危険

箇所の写真を用いるなど、具体的に気
を付ける点を教えており、今年度は25校
での実施を予定。講師を務める地域安
全指導員が事前に青パトで巡回し、校区
内の状況を把握した上で担当教諭と打
合せを行い、防犯教室の参考としている。
　また保護者や地域にも参加を呼び掛
け、地域全体で機運を醸成するよう努め
ている。市街地と中山間地域、それぞれ
の環境をふまえて教えていくことで、より
深く理解できると考えている。

●安全安心なまちづくりへの取組

質 問
　現在未作成の中山間地域における
洪水ハザードマップ作成と、地域との
連携をどう考えるかを問う。

答 弁 地域振興部

　中山間地域においては、大雨により河
川氾濫の危険性と同時に、地すべりなど
の土砂災害の危険性も高まる。洪水ハ
ザードマップは包括的に捉えた自然災
害リスク情報を、市民が認識できること
が重要。今後は地域の危険性を把握で
き、避難行動に結びつく洪水ハザードマ
ップの作成を進めたい。地域との連携と
しては、自治区や自主防災会単位での
防災マップの作成や更新を支援。防災
マップを活用した避難訓練、各家庭で避
難経路のマップへの書き込みなども働
きかける。

確実に避難につなげる取組

質 問
　率先して公共交通として取り組み、
市民の範となるべきと考える。次世代
型低炭素交通システムの導入を問う。

　次世代型低炭素交通システムの導入
については、これまでに燃料電池バスの
基幹バスへの導入や、公共交通を補完
するモビリティとして、パーソナルモビリ
ティや超小型電気自動車のシェアリング
システムの普及促進を行ってきた。来年
のラグビーワールドカップ2019™開催
に向けては、本年度発売が開始された
新型の燃料電池バスを導入する予定。
超小型電気自動車シェアリングシステム
を外国の方が利用しやすい環境を整え
るなど、先進的な取組を積極的にPRし
ていく。

環境と利便性が両立した
交通の取組

●障がいを理由とした差別を解消する取組

質 問

　市民に障がい者理解を根付かせて
いく考えを、本市が目指すユニバーサ
ルデザインの姿と併せて問う。

答 弁 市 長

　本市が考えるユニバーサルデザイン
の姿は、障がいの有無や性別にかかわ
らず、お互いの人権や尊厳を大切にし誰
もが生き生きと暮らすことでできる共生
社会の実現である。心のバリアフリーを
推進することで、障がい者の目線に立っ
た合理的な配慮の提供ができるまちづ
くりを進めたい。東京2020オリンピック・
パラリンピックの開催は一つの契機とし
て捉えて、障がい者スポーツを通じた啓
発にも取り組んでいきたい。障がい当事
者の声も聞く中で、障がい者差別解消
の周知を進めていきたい。

目指すべきユニバーサル
デザインの姿

質 問
　元気アップ教室終了後の自主グル
ープへの移行と継続支援を問う。

答 弁 保健部・総務部

　自主活動グループへ移行するために
は、元気アップ教室の主催者への理解
が必要。地区担当保健師が関わり、移行
に関しての意識づけや市の支援内容を
説明。健康づくりリーダー、ヘルスサポー
トリーダー、地区担当保健師等の講師を
派遣し、活動が継続できるようサポート
する。ヘルスサポートリーダーは、市の主
催する研修に参加し、技術の向上に努
める。運動等の見本例を入れたDVDの
配布、情報交換会や交流会の開催など
継続のための工夫をしている。

高齢者の健康づくり事業の
推進

原則であると考えている。就学支援制
度で対応する以外の無料化については
考えていない。給食の食材料費の一部
補助については、現在、豊田市も実施し
ており、主食のパンや麺について、豊田
市産を使用する場合、県の基準品との
差額1食あたり5円分を補助している。

自民クラブ
板 垣 清 志

公明党
小 島 政 直

質 問
　市域の拡大、流入人口の多さがもた
らす歴史・文化の多様性がある中で、
豊田市ならではの展示について問う。

答 弁 教育行政部

　新博物館では、重要文化財である「織
田信長像」をはじめ、原始から現代に及
ぶ県内屈指の資料群と共に、松平家の
フロンティア精神や自然を生かした暮ら
し、自動車製造業などの発展と共に歩む
まちの歴史などを展示し紹介。また新博
物館のエントランスとなる出会い・交流

新博物館基本計画

●WE LOVE とよたの拠点となる新博物館
○望ましい学校給食の実施

市民フォーラム
古 木 吉 昭

自民クラブ
北 川 敏 崇

公明党
榎 屋 小 百 合

○熱中症対策
●他自治体の災害から学ぶ防災対策
○安心して暮らせる福祉と医療の体制づくり

質 問
　被災自治体の応援から学ぶことも
多かったと思うが、感じられたことと、
今後の災害対応に生かすことを問う。

答 弁 市長

　応援調整を通して感じたことは、受援
体制の強化である。本市では平成30年
度から受援計画を定めているが、改めて
計画の検証を行い、必要な見直しを進
めていきたい。派遣職員による応援だが、
国の「対口支援」については、即時対応
できる効果がある一方で、日々 変化する
ニーズに対応しにくいと感じた。中核市
市長会を始めとする各種災害応援協定
に基づいて、対口支援を補完する支援
が行われている。対口支援と支援のあり
かたの連携の必要性を感じる。

自治体間の連携

自民クラブ
浅 井 保 孝

○学校等における防災対策
●地域主体の健康づくり・高齢者の健康づくり

質 問
　市職員を対象とした「精神・発達障
害者しごとサポーター養成講座」開催
について考えを問う。

答 弁 総 務 部

　平成29年度に設置した庁内業務支
援室において、福祉施設での勤務経験
を有する人を支援員として配置し、支援
する体制を整えている。「精神・発達障
害者しごとサポーター」の養成講座の受
講については、現在のところ予定はない。
職員にとって、障がいの特性や配慮のポ
イントを学習する機会の提供は欠かせ
ないと捉えているので、安全衛生委員会
において、産業医など医療スタッフを交
えて導入についての協議を進めていき
たい。

精神障がい者の雇用

●障がい者の就労支援
○人と動物の共生社会の推進

空間では、多様な地域と人々が息づくま
ちとして、市民が暮らしの中で発見した
歴史・文化・自然を紹介する展示や、身
近な出来事などを未来へつなぐ記録と
して集積し、活用した展示に取り組む。

質 問
　すべての子どもの食のセーフティ
ネットである給食の無料化について、
一部無料化や一部補助の考えを問う。

学校給食費の無料化を

諸派
根 本 美 春

諸派
根 本 美 春

●学校給食無料は子どもの食のセーフティネット
○市民のための図書館を市民参加で

●世界に誇れるかしこい交通社会を目指して

市民フォーラム
作 元 志 津 夫

答 弁 学校教育部

　給食費については、学校給食法で規
定する経費負担のとおり、保護者負担が

●犯罪抑止力の強化

質 問 効果的な犯罪抑止の取組

市民フォーラム
安 藤 康 弘

答 弁 都市整備部
●豊田市での国際イベント進捗状況と今後の展開

質 問
　聖火リレーを豊田市に誘致しなけれ
ばならないと考える。聖火リレーの実
施に向けた本市の取組を問う。

答 弁 経営戦略部

　7月末に県実行委員会により、聖火リ
レーに対する各自治体への意向調査が
行われた。ラグビーワールドカップ2019
™のレガシーを生かし、スポーツを生か
したまちづくりに取り組むため、聖火リレ
ーはもちろん聖火の到着を祝う「セレブ
レーション」の会場を希望する旨を回答
した。具体的なルートや会場等について
は、現在、県実行委員会が選定作業中
であることから公表しないよう求められ
ているが多くの市民が来やすく、見やす
い中心市街地を想定している。

東京2020オリンピックの
聖火リレー

自民クラブ
水 野 博 史
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●住み続けたくなる魅力ある豊田

質 問
　ふるさとに誇りを持ち、まちの魅力
づくりの推進となる文化ゾーンにした
い。この実現に向けた考えを問う。

答 弁 市 長

　中心市街地の一角を担う文化ゾーン
には、市民文化会館や美術館に新博物
館が加わることにより、質の高い文化施
設が集約する。かつて挙母藩の城や武
家屋敷があったことから、佇まいが残る
閑静な住宅地に加えて、緑地の魅力を
生かしつつ、歴史・文化・芸術が感じられ
る文化ゾーンを、市民の理解を得ながら
創り上げていきたい。文化レガシーの創
造・発信拠点として、文化ゾーンが文化
を支える象徴的な存在となり、WE 
LOVE とよたを体現できるエリアを目
指す。

文化ゾーンの魅力向上に
向けた取組

　実践・体験を通した防犯教育が重要。
子どもの体験型防犯教室をより効果
的に推進するための方策を問う。

答 弁 地域振興部

　子どもの防犯教室は、学区内の危険

箇所の写真を用いるなど、具体的に気
を付ける点を教えており、今年度は25校
での実施を予定。講師を務める地域安
全指導員が事前に青パトで巡回し、校区
内の状況を把握した上で担当教諭と打
合せを行い、防犯教室の参考としている。
　また保護者や地域にも参加を呼び掛
け、地域全体で機運を醸成するよう努め
ている。市街地と中山間地域、それぞれ
の環境をふまえて教えていくことで、より
深く理解できると考えている。

●安全安心なまちづくりへの取組

質 問
　現在未作成の中山間地域における
洪水ハザードマップ作成と、地域との
連携をどう考えるかを問う。

答 弁 地域振興部

　中山間地域においては、大雨により河
川氾濫の危険性と同時に、地すべりなど
の土砂災害の危険性も高まる。洪水ハ
ザードマップは包括的に捉えた自然災
害リスク情報を、市民が認識できること
が重要。今後は地域の危険性を把握で
き、避難行動に結びつく洪水ハザードマ
ップの作成を進めたい。地域との連携と
しては、自治区や自主防災会単位での
防災マップの作成や更新を支援。防災
マップを活用した避難訓練、各家庭で避
難経路のマップへの書き込みなども働
きかける。

確実に避難につなげる取組

質 問
　率先して公共交通として取り組み、
市民の範となるべきと考える。次世代
型低炭素交通システムの導入を問う。

　次世代型低炭素交通システムの導入
については、これまでに燃料電池バスの
基幹バスへの導入や、公共交通を補完
するモビリティとして、パーソナルモビリ
ティや超小型電気自動車のシェアリング
システムの普及促進を行ってきた。来年
のラグビーワールドカップ2019™開催
に向けては、本年度発売が開始された
新型の燃料電池バスを導入する予定。
超小型電気自動車シェアリングシステム
を外国の方が利用しやすい環境を整え
るなど、先進的な取組を積極的にPRし
ていく。

環境と利便性が両立した
交通の取組

●障がいを理由とした差別を解消する取組

質 問

　市民に障がい者理解を根付かせて
いく考えを、本市が目指すユニバーサ
ルデザインの姿と併せて問う。

答 弁 市 長

　本市が考えるユニバーサルデザイン
の姿は、障がいの有無や性別にかかわ
らず、お互いの人権や尊厳を大切にし誰
もが生き生きと暮らすことでできる共生
社会の実現である。心のバリアフリーを
推進することで、障がい者の目線に立っ
た合理的な配慮の提供ができるまちづ
くりを進めたい。東京2020オリンピック・
パラリンピックの開催は一つの契機とし
て捉えて、障がい者スポーツを通じた啓
発にも取り組んでいきたい。障がい当事
者の声も聞く中で、障がい者差別解消
の周知を進めていきたい。

目指すべきユニバーサル
デザインの姿

質 問
　元気アップ教室終了後の自主グル
ープへの移行と継続支援を問う。

答 弁 保健部・総務部

　自主活動グループへ移行するために
は、元気アップ教室の主催者への理解
が必要。地区担当保健師が関わり、移行
に関しての意識づけや市の支援内容を
説明。健康づくりリーダー、ヘルスサポー
トリーダー、地区担当保健師等の講師を
派遣し、活動が継続できるようサポート
する。ヘルスサポートリーダーは、市の主
催する研修に参加し、技術の向上に努
める。運動等の見本例を入れたDVDの
配布、情報交換会や交流会の開催など
継続のための工夫をしている。

高齢者の健康づくり事業の
推進

原則であると考えている。就学支援制
度で対応する以外の無料化については
考えていない。給食の食材料費の一部
補助については、現在、豊田市も実施し
ており、主食のパンや麺について、豊田
市産を使用する場合、県の基準品との
差額1食あたり5円分を補助している。

自民クラブ
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公明党
小 島 政 直

質 問
　市域の拡大、流入人口の多さがもた
らす歴史・文化の多様性がある中で、
豊田市ならではの展示について問う。

答 弁 教育行政部

　新博物館では、重要文化財である「織
田信長像」をはじめ、原始から現代に及
ぶ県内屈指の資料群と共に、松平家の
フロンティア精神や自然を生かした暮ら
し、自動車製造業などの発展と共に歩む
まちの歴史などを展示し紹介。また新博
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●他自治体の災害から学ぶ防災対策
○安心して暮らせる福祉と医療の体制づくり

質 問
　被災自治体の応援から学ぶことも
多かったと思うが、感じられたことと、
今後の災害対応に生かすことを問う。

答 弁 市長

　応援調整を通して感じたことは、受援
体制の強化である。本市では平成30年
度から受援計画を定めているが、改めて
計画の検証を行い、必要な見直しを進
めていきたい。派遣職員による応援だが、
国の「対口支援」については、即時対応
できる効果がある一方で、日々 変化する
ニーズに対応しにくいと感じた。中核市
市長会を始めとする各種災害応援協定
に基づいて、対口支援を補完する支援
が行われている。対口支援と支援のあり
かたの連携の必要性を感じる。

自治体間の連携

自民クラブ
浅 井 保 孝

○学校等における防災対策
●地域主体の健康づくり・高齢者の健康づくり

質 問
　市職員を対象とした「精神・発達障
害者しごとサポーター養成講座」開催
について考えを問う。

答 弁 総 務 部

　平成29年度に設置した庁内業務支
援室において、福祉施設での勤務経験
を有する人を支援員として配置し、支援
する体制を整えている。「精神・発達障
害者しごとサポーター」の養成講座の受
講については、現在のところ予定はない。
職員にとって、障がいの特性や配慮のポ
イントを学習する機会の提供は欠かせ
ないと捉えているので、安全衛生委員会
において、産業医など医療スタッフを交
えて導入についての協議を進めていき
たい。

精神障がい者の雇用

●障がい者の就労支援
○人と動物の共生社会の推進

空間では、多様な地域と人々が息づくま
ちとして、市民が暮らしの中で発見した
歴史・文化・自然を紹介する展示や、身
近な出来事などを未来へつなぐ記録と
して集積し、活用した展示に取り組む。

質 問
　すべての子どもの食のセーフティ
ネットである給食の無料化について、
一部無料化や一部補助の考えを問う。

学校給食費の無料化を

諸派
根 本 美 春

諸派
根 本 美 春

●学校給食無料は子どもの食のセーフティネット
○市民のための図書館を市民参加で

●世界に誇れるかしこい交通社会を目指して

市民フォーラム
作 元 志 津 夫

答 弁 学校教育部

　給食費については、学校給食法で規
定する経費負担のとおり、保護者負担が

●犯罪抑止力の強化

質 問 効果的な犯罪抑止の取組

市民フォーラム
安 藤 康 弘

答 弁 都市整備部
●豊田市での国際イベント進捗状況と今後の展開

質 問
　聖火リレーを豊田市に誘致しなけれ
ばならないと考える。聖火リレーの実
施に向けた本市の取組を問う。

答 弁 経営戦略部

　7月末に県実行委員会により、聖火リ
レーに対する各自治体への意向調査が
行われた。ラグビーワールドカップ2019
™のレガシーを生かし、スポーツを生か
したまちづくりに取り組むため、聖火リレ
ーはもちろん聖火の到着を祝う「セレブ
レーション」の会場を希望する旨を回答
した。具体的なルートや会場等について
は、現在、県実行委員会が選定作業中
であることから公表しないよう求められ
ているが多くの市民が来やすく、見やす
い中心市街地を想定している。

東京2020オリンピックの
聖火リレー

自民クラブ
水 野 博 史
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～とよた市議会だより～　　平成30年 9月
定例会号 一般質問

市政を問う！市政を問う！

諸派
原 田 隆 司

答 弁 地域振興部

　7月から空き家情報バンクの空き地版
である「空き地情報バンク」の制度運用
を開始。住宅建築までの期間短縮や分
譲価格の適正化など、造成計画に配慮
した制度となっている。候補地の選定に
は公益財団法人愛知県宅地建物取引
業協会豊田支部に市場性などについて
アドバイスを受けて進めていく。今後に
ついては、空き家情報バンクと同様、支
所職員が地域とともに物件の掘り起こし
に努める。先進的な取組も注視し、移住
を促進していく。

には市が直接補助金を支払う制度であ
る。同制度を利用すれば、申請者は、当
初の費用負担が軽減される。現在、本市
では、同制度は導入していないが、同制
度活用に向けた協議を始め、今後は手
続きなどを定めた要綱等の整備を進め
る予定である。

●

質 問
　子どもたちの安全を確保するため
には、さらなる対策が必要。園の安全
対策における今後の課題を問う。

答 弁 子ども部

　訓練の実施やマニュアルの整備など、
不測の事態に備えてはいるが、実際に
事件・事故が発生したときには、こども園
だけでは対応することが困難であるとも
予想される。そのため、地域との連携協
力は不可欠であると考え、日頃から良好
な関係を構築し、万が一の場合には、迅
速に支援・協力してもらえるよう、より一
層の連携強化を図っていく。

育館へのエアコン導入実績が少ない状
況だが、導入自治体の状況把握や使用
頻度も考慮した費用対効果、優先順位
など、総合的に判断していく。体育館の
熱中症予防として、「熱中症事故防止の
ためのマニュアル」に基づき、体育の授
業や部活動など、状況に応じて活動内
容の変更などの対応をしていく。

不測の事態に備える対策

●こども園・幼稚園の安全対策

質 問
　体育館へのエアコン設置も国の補
助金がある。体育館が避難所指定され
ている現状を踏まえて設置すべきと
考えるが、見解を問う。

答 弁 学校教育部

　体育館へのエアコン設置については、
建設空間の広さなどにより、多額の費用
と運用コストが必要。他市においても体

学校施設におけるエアコン
の設置

質 問
　民生委員・児童委員の活動で、業務
量の多さが大きな課題となっている。
多忙化への対応について問う。

答 弁 福祉部

　民生委員から、業務の多忙化が課題
であると何度も聞いている。平成29年
の民生委員制度創設100周年を契機に、
これからの民生委員活動を検討するた
め「環境改善検討委員会」を設置し、多
忙化や担い手不足の解消に対する改善
策の検討を進めて提案をもらっている。
提案に基づいて、依頼業務の内容の見
直しを進めている。持参していたものを
郵送に変更するなど事務的な改善を進
め、民生委員本来の地域福祉の活動の
時間が取れるよう改善が進んでいる。

ては、「三河豊田駅前広場再生協議会」
の活動支援を行うと共に、利用者ニーズ
を捉えた駅前広場再整備計画の作成に
取り組む。

民生委員・児童委員活動の
課題と対応

質 問
　地域バス路線について、住民の利便
性と安心を確保するため、バス路線の
充実にどう取り組むかを問う。

答 弁 市 長

　一つ目は、現在のバスネットワークを
将来にわたり持続可能なものにすること。
収益率を上げる施策を展開することで
路線の継続性を確保したい。また住民
共助の移動支援のしくみである「たすけ
あいカー」などを導入し、地域バスを補
完し、代替も進めたい。二つ目は、公共
交通ネットワークの利便性を向上させる
こと。都心や拠点地域核を中心としてバ
ス路線の新規乗り入れや路線再編を行
うことで、鉄道も含めた公共交通ネットワ
ークの利便性向上を図る必要がある。

公共バスの更なる利便性の
向上

自民クラブ
近 藤 光 良

●多核ネットワーク型都市構造の構築

質 問
　介護・福祉分野における担い手を増
やすため、講座を活用した新たな人材
確保の取組を問う。

答 弁 福祉部

　1人で判断しなければいけない居宅
訪問は、新人にはなかなかハードルの高
いもの。デイサービスや介護施設などで
一定期間経験を積んだ人が、訪問介護
ヘルパーで働くことに繋がる流れ、職場
で成長していく仕組みづくりが必要と考
える。「生活支援担い手研修」は、今年
度の講座から体験型カリキュラムを加え
たり、工夫を行って魅力のある内容に見
直していきたい。社会福祉協議会やシル
バー人材センターとも協議を進めていく。

介護・在宅医療人材の確保

●介護・福祉分野の環境整備

質 問
　災害時の市民力・地域力を生かすた
めにも、アプリの導入やタイムリーな
情報発信に向けたSNSの活用を問う。

答 弁 地域振興部

　SNSにより発信される情報を収集す
ることは、即時性や局地性のある情報を
獲得する有効な手段。情報を活用する
ことによって適切な災害対応へ繋がると
考えている。しかし、SNSの情報には、デ
マや誤報が含まれることもある。災害時
においてSNSの情報を活用するために
は、膨大な情報の中から有用と思われる
情報を抽出する必要がある。防災アプリ
も含めて、他自治体での活用実績等も
踏まえながら、本市に適合したSNS活用
策を取り入れていく。

防災対策としてのSNSの
活用

●市民とつながるデジタル情報発信の取組
質 問
　建設の開発を止める法律はない。観
光名所では死活問題。この問題を重要
視し、全国市長会での動向を問う。

答 弁 企画政策部

　全国市長会では、「エネルギー施策に
関する重点提言」を取りまとめ、本年6月
に全国会議員及び関係府省へ要請を
行なった。本提言は、国に対しての措置
を講じることを求めている。「防災・安全
の確保、景観への配慮、周辺環境の保
全、施設の適正な撤去・廃棄の観点から
基準を策定して許可するなど法的規制
を行うこと」や「環境アセスメントの対象
事業への追加または都市計画法及び森
林法に基づく開発行為の対象とする等、
関連法令を整備すること」が提言されて
いる。

大規模太陽光発電開発の
課題

●世界から注目される環境モデル都市とよた

市民フォーラム
吉 野 英 国

○
●

自民クラブ
杉 本 寛 文

質 問
　企業誘致を行い、過疎地に働く場を
提供すべき。サテライトオフィスにお
ける豊田市としての関わり方を問う。

答 弁 企画政策部

　サテライトオフィスの取組を展開する
場合には、全国の成功事例やつくラッセ
ル事業の例にあるように、企業と関係性
をつくりながら本市の山村地域を選択し
てもらい、地域が支える環境づくりが大切。
稲武地区における雇用創出検討委員会
では、空き店舗の活用調査を進め、サテ
ライトオフィスの活用も視野に入れた新
たな働く場の創出に向けて、地域が主体
となって取り組む。雇用や定住を見極め
ながら、民間事業者のサテライトオフィス
開設の動きがあれば、支援策を検討する。

テレワーク・サテライト
オフィス導入への支援

●民生委員・児童委員活動の活性化
○地域が稼げる観光産業の育成

答 弁 都市整備部

　三河豊田駅は市内の鉄道駅の中でも
豊田市駅、新豊田駅に次ぎ1日当たりの
乗降客数が多く、交通結節点として主
要な駅と考える。当駅前広場は、昭和51
年に豊田南部土地区画整理事業により
整備された。整備されてから約40年が
経過しており、駅前広場の利用者ニーズ
の変化や、施設の一部老朽化など、課
題があると認識。駅前広場再生に関し

質 問
　三河豊田駅前広場は、重要な都市
施設である。市として三河豊田駅前広
場再生について、見解を問う。

産業技術核

自民クラブ
窪 谷 文 克

●将来の都市構造
○自動車EV化の影響

●過疎地における働き方改革
○適切な公共施設の維持管理に向けて

自民クラブ
岩 田 　 淳

諸派
大 村 義 則

●教育現場で子どもの命を守る改善を
○生活困窮者のエアコン設置対策

自民クラブ
宮 本 剛 志

質 問
　県内他市では、木造住宅の耐震改
修等の補助事業における代理受領制
度導入が増えている。本市でも同制度
を導入すべきだ。考えを問う。

答 弁 都市整備部

　代理受領制度とは、主に木造住宅の
耐震改修等に取り組みやすくするため、
申請者が工事にかかった費用から補助
金を除いた金額を業者に支払い、業者

本市における
「代理受領制度」

●安全、安心、公平、公正、信頼の市政運営の実現

諸派
岡 田 耕 一

市民フォーラム
日 當 浩 介

おいでんバス

●住みやすく魅力ある地域づくり
○災害への備え

質 問
　山村地域での空き地等の提供は困
難な状況。移住希望者に応える空き地
等の提供施策について、見解を問う。

定住促進

自民クラブ
山 口 光 岳
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●以下の質問に関連している項目
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答 弁 回答した部局名
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～とよた市議会だより～　　平成30年 9月
定例会号 一般質問

市政を問う！市政を問う！

諸派
原 田 隆 司

答 弁 地域振興部

　7月から空き家情報バンクの空き地版
である「空き地情報バンク」の制度運用
を開始。住宅建築までの期間短縮や分
譲価格の適正化など、造成計画に配慮
した制度となっている。候補地の選定に
は公益財団法人愛知県宅地建物取引
業協会豊田支部に市場性などについて
アドバイスを受けて進めていく。今後に
ついては、空き家情報バンクと同様、支
所職員が地域とともに物件の掘り起こし
に努める。先進的な取組も注視し、移住
を促進していく。

には市が直接補助金を支払う制度であ
る。同制度を利用すれば、申請者は、当
初の費用負担が軽減される。現在、本市
では、同制度は導入していないが、同制
度活用に向けた協議を始め、今後は手
続きなどを定めた要綱等の整備を進め
る予定である。

●

質 問
　子どもたちの安全を確保するため
には、さらなる対策が必要。園の安全
対策における今後の課題を問う。

答 弁 子ども部

　訓練の実施やマニュアルの整備など、
不測の事態に備えてはいるが、実際に
事件・事故が発生したときには、こども園
だけでは対応することが困難であるとも
予想される。そのため、地域との連携協
力は不可欠であると考え、日頃から良好
な関係を構築し、万が一の場合には、迅
速に支援・協力してもらえるよう、より一
層の連携強化を図っていく。

育館へのエアコン導入実績が少ない状
況だが、導入自治体の状況把握や使用
頻度も考慮した費用対効果、優先順位
など、総合的に判断していく。体育館の
熱中症予防として、「熱中症事故防止の
ためのマニュアル」に基づき、体育の授
業や部活動など、状況に応じて活動内
容の変更などの対応をしていく。

不測の事態に備える対策

●こども園・幼稚園の安全対策

質 問
　体育館へのエアコン設置も国の補
助金がある。体育館が避難所指定され
ている現状を踏まえて設置すべきと
考えるが、見解を問う。

答 弁 学校教育部

　体育館へのエアコン設置については、
建設空間の広さなどにより、多額の費用
と運用コストが必要。他市においても体

学校施設におけるエアコン
の設置

質 問
　民生委員・児童委員の活動で、業務
量の多さが大きな課題となっている。
多忙化への対応について問う。

答 弁 福祉部

　民生委員から、業務の多忙化が課題
であると何度も聞いている。平成29年
の民生委員制度創設100周年を契機に、
これからの民生委員活動を検討するた
め「環境改善検討委員会」を設置し、多
忙化や担い手不足の解消に対する改善
策の検討を進めて提案をもらっている。
提案に基づいて、依頼業務の内容の見
直しを進めている。持参していたものを
郵送に変更するなど事務的な改善を進
め、民生委員本来の地域福祉の活動の
時間が取れるよう改善が進んでいる。

ては、「三河豊田駅前広場再生協議会」
の活動支援を行うと共に、利用者ニーズ
を捉えた駅前広場再整備計画の作成に
取り組む。

民生委員・児童委員活動の
課題と対応

質 問
　地域バス路線について、住民の利便
性と安心を確保するため、バス路線の
充実にどう取り組むかを問う。

答 弁 市 長

　一つ目は、現在のバスネットワークを
将来にわたり持続可能なものにすること。
収益率を上げる施策を展開することで
路線の継続性を確保したい。また住民
共助の移動支援のしくみである「たすけ
あいカー」などを導入し、地域バスを補
完し、代替も進めたい。二つ目は、公共
交通ネットワークの利便性を向上させる
こと。都心や拠点地域核を中心としてバ
ス路線の新規乗り入れや路線再編を行
うことで、鉄道も含めた公共交通ネットワ
ークの利便性向上を図る必要がある。

公共バスの更なる利便性の
向上

自民クラブ
近 藤 光 良

●多核ネットワーク型都市構造の構築

質 問
　介護・福祉分野における担い手を増
やすため、講座を活用した新たな人材
確保の取組を問う。

答 弁 福祉部

　1人で判断しなければいけない居宅
訪問は、新人にはなかなかハードルの高
いもの。デイサービスや介護施設などで
一定期間経験を積んだ人が、訪問介護
ヘルパーで働くことに繋がる流れ、職場
で成長していく仕組みづくりが必要と考
える。「生活支援担い手研修」は、今年
度の講座から体験型カリキュラムを加え
たり、工夫を行って魅力のある内容に見
直していきたい。社会福祉協議会やシル
バー人材センターとも協議を進めていく。

介護・在宅医療人材の確保

●介護・福祉分野の環境整備

質 問
　災害時の市民力・地域力を生かすた
めにも、アプリの導入やタイムリーな
情報発信に向けたSNSの活用を問う。

答 弁 地域振興部

　SNSにより発信される情報を収集す
ることは、即時性や局地性のある情報を
獲得する有効な手段。情報を活用する
ことによって適切な災害対応へ繋がると
考えている。しかし、SNSの情報には、デ
マや誤報が含まれることもある。災害時
においてSNSの情報を活用するために
は、膨大な情報の中から有用と思われる
情報を抽出する必要がある。防災アプリ
も含めて、他自治体での活用実績等も
踏まえながら、本市に適合したSNS活用
策を取り入れていく。

防災対策としてのSNSの
活用

●市民とつながるデジタル情報発信の取組
質 問
　建設の開発を止める法律はない。観
光名所では死活問題。この問題を重要
視し、全国市長会での動向を問う。

答 弁 企画政策部

　全国市長会では、「エネルギー施策に
関する重点提言」を取りまとめ、本年6月
に全国会議員及び関係府省へ要請を
行なった。本提言は、国に対しての措置
を講じることを求めている。「防災・安全
の確保、景観への配慮、周辺環境の保
全、施設の適正な撤去・廃棄の観点から
基準を策定して許可するなど法的規制
を行うこと」や「環境アセスメントの対象
事業への追加または都市計画法及び森
林法に基づく開発行為の対象とする等、
関連法令を整備すること」が提言されて
いる。

大規模太陽光発電開発の
課題

●世界から注目される環境モデル都市とよた

市民フォーラム
吉 野 英 国

○
●

自民クラブ
杉 本 寛 文

質 問
　企業誘致を行い、過疎地に働く場を
提供すべき。サテライトオフィスにお
ける豊田市としての関わり方を問う。

答 弁 企画政策部

　サテライトオフィスの取組を展開する
場合には、全国の成功事例やつくラッセ
ル事業の例にあるように、企業と関係性
をつくりながら本市の山村地域を選択し
てもらい、地域が支える環境づくりが大切。
稲武地区における雇用創出検討委員会
では、空き店舗の活用調査を進め、サテ
ライトオフィスの活用も視野に入れた新
たな働く場の創出に向けて、地域が主体
となって取り組む。雇用や定住を見極め
ながら、民間事業者のサテライトオフィス
開設の動きがあれば、支援策を検討する。

テレワーク・サテライト
オフィス導入への支援

●民生委員・児童委員活動の活性化
○地域が稼げる観光産業の育成

答 弁 都市整備部

　三河豊田駅は市内の鉄道駅の中でも
豊田市駅、新豊田駅に次ぎ1日当たりの
乗降客数が多く、交通結節点として主
要な駅と考える。当駅前広場は、昭和51
年に豊田南部土地区画整理事業により
整備された。整備されてから約40年が
経過しており、駅前広場の利用者ニーズ
の変化や、施設の一部老朽化など、課
題があると認識。駅前広場再生に関し

質 問
　三河豊田駅前広場は、重要な都市
施設である。市として三河豊田駅前広
場再生について、見解を問う。

産業技術核

自民クラブ
窪 谷 文 克

●将来の都市構造
○自動車EV化の影響

●過疎地における働き方改革
○適切な公共施設の維持管理に向けて

自民クラブ
岩 田 　 淳

諸派
大 村 義 則

●教育現場で子どもの命を守る改善を
○生活困窮者のエアコン設置対策

自民クラブ
宮 本 剛 志

質 問
　県内他市では、木造住宅の耐震改
修等の補助事業における代理受領制
度導入が増えている。本市でも同制度
を導入すべきだ。考えを問う。

答 弁 都市整備部

　代理受領制度とは、主に木造住宅の
耐震改修等に取り組みやすくするため、
申請者が工事にかかった費用から補助
金を除いた金額を業者に支払い、業者

本市における
「代理受領制度」

●安全、安心、公平、公正、信頼の市政運営の実現

諸派
岡 田 耕 一

市民フォーラム
日 當 浩 介

おいでんバス

●住みやすく魅力ある地域づくり
○災害への備え

質 問
　山村地域での空き地等の提供は困
難な状況。移住希望者に応える空き地
等の提供施策について、見解を問う。

定住促進

自民クラブ
山 口 光 岳
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F M ラジ オで

ケーブルテレビで

豊田市議会
ホームページで
『市議会だより』のバックナンバーや
会議録もご覧いただけます。

★代表・一般質問の様子を視聴できます★
インターネット録画放送 http://toyota-shigikai.jp

「動画で見る！代表・一般質問」をクリック！

ひまわりネットワーク 生中継＆録画放送
チャンネル／1２１ch(ひまわりチャンネル)

FMとよた(ラジオ・ラブィート)生中継
チャンネル／78.6MHz

豊田市議会

TOYOTA CITY COUNCIL
ファイル No.140

※この冊子は、折込み「9月市議会定例会号」です。
古紙パルプ配合率8０％再生紙を仕様

豊田市議会は、古紙配合率8０
％の再生紙と大豆インキ、有害
な廃液を一切排出しない水な
し印刷方式を採用しています

「バタフライマーク」

12月市議会定例会は12月7日（金）開会予定です

http://toyota-shigikai.jp/movie.html

※パケット通信が必要になりますので、
　携帯端末等でのご視聴はWi-Fi環境を
　おすすめいたします。

一般質問の様子をスマートフォン等から
閲覧できるようになりました。
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TOYOTA CITY COUNCIL
ファイル No.148

■トップインフォメーション　常任委員会の行政視察

■議案説明・討論　条例の一部改正など

■議案審議結果

■常任委員会　付託案件を審査

■一般質問　市政を問う！ 22 人の議員が質問
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　市議会議員がラグビーワールドカップ 2019™をＰＲ など
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市議会としてラグビーワールドカップ２０１９™をＰＲ

交通安全啓発活動
　開会日（８月31日）の本会議終了後、議員
による交通安全啓発活動を実施しました。
　一人でも多くの市民に交通安全の意識
を高めてもらおうと、市長はじめ特別職・幹
部職員の参加も得て、街頭活動に取り組み
ました。

●6月21日（木）から7月4日（水）
　愛知県議会及び愛知県内市町村議会（53市町
村）を訪問。

●8月31日（金）
　開会日に議場（ほか）で全議員と出席の執行部
がラグビーワールドカップ2019TMのロゴ入り
ポロシャツを着用。

●9月1日（土）
　ラグビートップリーグ開幕戦においてPRチラシ
を配布。

●9月23日（日）
　「ギネス世界記録に挑戦！目指せ2019人スクラ
ム」に参加。市民と共に世界記録を達成。

　豊田市は、2019年に日本で開催されるラグビーワールドカップ2019TMの会場の一つです。
　豊田市議会ではラグビーワールドカップ2019TM大会成功に向けた機運醸成のために様々な活動を行っ
ています。今後も素晴らしい大会になるように率先してPRを行っていきます。

▲愛知県議会を訪問し、議長（右から３人目）・副議長（右から2人目）に面談

交通安全啓発活動（市役所南庁舎前）▶

最近の主なPR活動

12

表紙の写真
　香嵐渓の紅葉の様子です。今回
の条例改正では、利用者の利便性
の向上を図るため、香嵐渓施設の利
用時間の変更などを行いました。

9月市議会
平成30 年 11 月1 日

9月
定例会号～とよた市議会だより～　　平成30年トピックス

市議会の予定

ご意見 ご 感 想
　「市議会だより」について、ご意見・ご感
想また、市議会へのご意見・ご要望もお受け
していますので、下記までお寄せください。

【宛先・お問い合わせ】

豊田市議会事務局
〒471-8501 豊田市西町３丁目６０番地

（議案第103号関係）


